
身近なことから始める
持続可能な湯のまち

のぼりべつ

３

登別の未来をみんなで考えませんか？
～ Think about the future ～

今日からできる身近なSDGs

・不要な服は寄附しよう
・赤い羽根募金などに寄附しよ
 う

・賞味期限の近い商品を購入し
 て、フードロスを減らそう

・徒歩で通勤、通学しよう
・マスクの着用や手洗い、うが
 いを徹底しよう

・新聞やニュースで社会の状況
 や世界の教育について調べよ
 う
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・家族で家事を平等に分担して
 みよう
・ジェンダーに関わる身の回り
 の問題を調べよう

・油は排水口に流さないで拭き
 取って処分しよう
・水道の蛇口をこまめに閉めよ
 う

・家電の買い替えは省エネ商品
 を選ぼう
・コンセントはこまめに抜こう

・SNSなどで登別の魅力を発信
 しよう
・地元の商店から地元産のもの
 を買おう

・地元の特産品を買って応援し
 よう
・先進的な技術などに感心を
 持って調べてみよう

・困っている人がいたら助けて
 あげよう
・他国の文化や考え方を認め合
 い理解しよう

・食べ残しをしないようにしよ
 う
・ゴミの分別を行い、リサイク
 ルに貢献しよう

・清掃活動などに参加してまち
 をきれいにしよう
・将来の登別の姿を考えてみよ
 う

・冷暖房を使わないように着る
 物で体温調節を心がけよう
・CO2排出の少ない交通手段を
 使おう

・マイバックを持ち歩き、プラ
 ゴミの排出を減らそう
・海や川に行ったらゴミを持ち
 帰ろう

・陸の生き物に関心を持って、
 森などで生態系を調べよう
・緑化活動に積極的に参加して
 みよう

・子どもたちを暴力や犯罪から
 守ろう
・震災などの被災地を訪問して
 みよう

・民間企業も市民も行政も、オール登別でＳＤＧｓに取り組もう
・ＳＤＧｓに積極的に取り組んでいる企業や団体を応援しよう



SDGsって なんだろう？
 SDGs（エス・ディー・ジーズ）は、
Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）の略称で、2015年９月
の国連サミットで加盟国の全会一致で採
択された世界共通の１７の目標です。主
に、環境・社会・経済に関する目標であ
り、登別市もこの目標達成に向けた取組
を行っています。

登別の イマ

２１

登別の 取組

身近なことから 始めるSDGs

 登別は、日本有数の温泉地として有名で、観光産業である第
三次産業が中心のまちです。新型コロナウイルス感染症の流行
前には、年間約４００万人の観光客が登別に訪れています。
 ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた「持続可能な観光
地」づくりを進め、移住者による人口増や雇用の創出、環境に
配慮した温泉地を目指していく必要があります。

広報のぼりべつ
2020年12月号 →

SDGsに関することを定期的に「広
報のぼりべつ」に掲載し、全市的な
SDGsの普及・理解促進を呼びかけ
ています。

  広報のぼりべつ
← 2022年６月号

「広報のぼりべつ」への掲載 市の各種計画への反映

第3期基本計画第３次実施計画

市の様々な計画にSDGsの要素
を反映するこで、どんな事業で
もSDGsに関連していることを
示しています。

市民参加型のSDGsイベント

Be Smile
クリーンアップ
プロジェクト

市民が楽しみながらSDGsを身近に感
じることができる参加型のSDGsイベ
ント（クリーンアッププロジェクト）
を2021年11月に実施しました。

 「SDGsって何から始めればいいの？」と思っている方はたくさんいると
思います。でも、普段やってる身近なことがSDGsにつながっています。例
えば、ゴミの分別をきちんとすることや着なくなった服をリサイクルショッ
プに持って行くこと、賞味期限の近い商品を買ってすぐに使うなど、身近な
ことから始められることはたくさんあります。
 みなさんも「普段やっていることはSDGsの何番につながるかな？」と意
識してみてください。

ウクライナ避難民の支援

ウクライナ避難民
支援プロジェクト

イメージ画像

ロシアによるウク
ライナへの侵攻に
よって、日本に避
難されたきた方を、
登別においても受
け入れし、生活支
援などを行います。
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